
様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 JTBトラベル＆ホテルカレッジ 
設置者名 学校法人 国際文化アカデミー 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

 
課程名 学科名 夜間 ･

通信

制の

場合 

実務経験の

ある教員等

による授業

科目の単位

数又は授業

時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

商業実務専門課程 国際観光ビジ

ネス科観光総

合コ－ス 

夜 ・

通信 

1,645時間 80×2＝160

時間 

 

国際観光ビジ

ネス科グロ－

バル・インバウ

ンドコ－ス 

夜 ・

通信 

1,765時間 80×2＝160

時間 

 

国際ホテル＆

ブライダル科 

夜 ・

通信 

2,240時間 80×2＝160

時間 

 

 

商業実務専門課程 国際観光ビジ

ネス科 

夜 ・

通信 

960時間 45×2＝90 

時間 

 

国際観光ビジ

ネスデュアル

科 

夜 ・

通信 

2,190時間 45×2＝90 

   時間 

 

（備考） 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
HP にて公開している。 

https://www.jtb-college.ac.jp/about/admissionpolicy/ 

 
 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 
学科名 

（困難である理由） 

 
 
 

https://www.jtb-college.ac.jp/about/admissionpolicy/


様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 JTBトラベル＆ホテルカレッジ 
設置者名 学校法人 国際文化アカデミー 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
HP にて公開している。 

https://www.jtb-college.ac.jp/about/admissionpolicy/ 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤① 旅行会社人事担当役員 
３年 
2023.4.1 

～2026.3.31 

就職に関する専門的

な知見、組織運営体

制へのチェック機能 

非常勤② 
旅行会社ツーリズム 

担当執行役員 

３年 
2023.4.1 

～2026.3.31 

授業内容・編成及び

就職に関する専門的

な知見 

（備考） 

 

 

 

様式第２号の２－②【⑵-②外部の意見を反映することができる組織への外部人

材の複数配置】 
 
※ 様式第 2 号の２－①に掲げる法人以外の設置者（公益法人、医療法人、社会福祉法人、

独立行政法人、個人等）は、この様式を用いること。 
 

学校名  

設置者名  

 

 

１．大学等の教育について外部人材の意見を反映することができる組織 
名称  

役割 

 

 

 

 

 

https://www.jtb-college.ac.jp/about/admissionpolicy/


 

 

２．外部人材である構成員の一覧表 
前職又は現職 任期 備考（学校と関連する経歴等） 

   

   

（備考） 

  



様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 JTBトラベル＆ホテルカレッジ 

設置者名 学校法人 国際文化アカデミー 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

【作成について】 

各授業科目については、毎年度、学内会議で決まった基本方針に則り、学生アンケ

ート等を参考にその設定・講義内容について検討・検証を行い、各授業を担当する教

員により、内容作成を行っている。 

シラバス関しては、科目名、必要時間数、担当教員名、目的と主な内容、到達目標

レベル、講義概要、授業計画（各回の授業プラン）、試験と評価方法、使用テキストの

各内容を網羅した学内統一様式にて作成を行っている。 

【時期について】 

翌年度の講義予定（授業計画）は 12月～1月に担当教員が作成し、３月中旬の全体教

職員会議で確認の上、３月理事会時の議案で翌年度の事業運営計画が承認されること

で正式決定する。全体教職員会議終了後に下記方法にて公表している。 

授業計画書の 

公表方法 

HP にて公開している。（科/コース別） 

・国際観光科（観光総合コース） 

https://www.jtb-

college.ac.jp/department/travel/#curriculum  

・国際観光科（ｸﾞﾛ-ﾊﾞﾙｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞｺｰｽ） 

https://www.jtb-

college.ac.jp/department/globalinbound/#hissu 

・ホテル＆ブライダル科 

https://www.jtb-

college.ac.jp/department/hotel/#curriculum 

・夜間部（国際観光ビジネス科） 

https://www.jtb-

college.ac.jp/department/travel_n/#curriculum 

・夜間部（デュアル科） 

https://www.jtb-

college.ac.jp/department/basic/#curriculum 

 

https://www.jtb-college.ac.jp/department/travel/#curriculum
https://www.jtb-college.ac.jp/department/travel/#curriculum
https://www.jtb-college.ac.jp/department/globalinbound/#hissu
https://www.jtb-college.ac.jp/department/globalinbound/#hissu
https://www.jtb-college.ac.jp/department/hotel/#curriculum
https://www.jtb-college.ac.jp/department/hotel/#curriculum
https://www.jtb-college.ac.jp/department/travel_n/#curriculum
https://www.jtb-college.ac.jp/department/travel_n/#curriculum
https://www.jtb-college.ac.jp/department/basic/#curriculum
https://www.jtb-college.ac.jp/department/basic/#curriculum


２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 

学則及び履修規程において、学内の成績評価、履修、卒業要件について規定してい

る。 

 

（卒業・修了の認定） 

学則 第 17条 校長は、所定の単位数を取得した者に対し、卒業または進級を認める。

単位は、学年ごとに履修すべき学科目について試験を行い、合格者に対して認定する。

ただし実習については、実習の成績によって単位を認定する。 

（単位の認定） 

履修規程 第 2 条 単位は、各授業科目について、当該年次の授業時間総数の 70％以

上出席し、かつ、その科目の期末試験（定期試験、または追試験をいう）に合格した

場合に付与する。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

履修規程第７条において、下記の採点及び成績評価基準を定め、学内の成績評価とし

て使用している。 

当校では就職の学内推薦枠の候補者選定や、学業優秀者の表彰候補者選出などに活用

している。 

１．定期試験 

  採点 85 点以上           ：評価  A 

   〃  70 点以上～85 点未満： 〃   B 

   〃 50 点以上～70 点未満： 〃   C 

   〃  0 点以上～50 点未満： 〃   D 

２．追試験 

  採点 50 点以上：評価 C 

   〃  50 点未満： 〃  D 

３．評価が A、B、C の者を合格とし、単位を付与する。D 評価を不合格とする。 

成績の分布状況は各学生の平均点を 49 点以下及び 50 以上~100 点を 10 点ごとに区

分し、各々人数をｶｳﾝﾄして把握している。 

成績評価方法を規程した履修規程第７条は学生必携ハンドブックに記載するととも

に各クラス GAで学生に通知し、下記の方法にて公表している。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

HP にて公開している。 

https://www.jtb-college.ac.jp/about/admissionpolicy/ 

 

 

https://www.jtb-college.ac.jp/about/admissionpolicy/


４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

JTB トラベル＆ホテルカレッジは専門能力と豊かな人間性・ホスピタリティ精神溢れ

る職業人を育成し、旅行、及び観光・ホテル業界の発展と人々の交流に貢献すること

を経営方針に掲げ、旅行・観光業界に有能でグローバルな職業人を輩出し、各々の発

展に貢献することを目的としている。 

卒業要件については、各学科が定める所定の全授業科目を所定の年次に全て合格する

ことを定めている。詳細については学則第 17・18条及び履修規程に記載している。 

履修規程を記載した学生必携ハンドブックは全学生に配布し、学則とともに下記の方

法にて公表している。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

HP にて公開している。 

https://www.jtb-college.ac.jp/about/admissionpolicy/ 

 
 

  

https://www.jtb-college.ac.jp/about/admissionpolicy/


様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 
学校名 JTBトラベル＆ホテルカレッジ 

設置者名 学校法人 国際文化アカデミー 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 HP にて公開している。 

https://www.jtb-college.ac.jp/about/admissionpolicy/ 

収支計算書又は損益計算書 同上 
財産目録 同上 
事業報告書 同上 
監事による監査報告（書） 同上 

 

 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

観光・旅行 商業実務専門課程 
国際観光ビジネス科 

観光総合コ－ス 
〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 

 

 

昼 

１，９６０ 

単位時間／単位 

2,080 
単位時間

/単位 

60 
単位時間

/単位 

405 
単位時間

/単位 

単位時間

/単位 単位時間/単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

２６０人 ３７人 ４人 １３人 ２９人 ４２人 

注）教員は各学科に渡って授業を行っているため、学校全体の教員数を記載した。 

注）生徒総定員数は「国際観光ビジネス科」として総計を記載した。 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の１．を参照 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の３．を参照 

卒業・進級の認定基準 

https://www.jtb-college.ac.jp/about/admissionpolicy/


（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の４．を参照 

学修支援等 

（概要） 

授業の中で、担当教員が必要に応じて講義内容の修得状況チェックのためのミニテス

トを実施したり、ホームワークを課し、その提出を求めている。 

また、随時、クラス担任教員や進路指導室の教職員による学習や生活相談及び就職・

路指導を実施し、意欲のある学生の積極的な学修を支援している。 

注）各学科とも共通である。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 ６２人 

（100％） 

３人 

（4.8％） 

５７人 

（91.9％） 

２人 

（3.2％） 

（主な就職、業界等） 

旅行会社（JTB及び JTB ｸﾞﾙｰﾌﾟ各企業、マイタウンラベル、京成トラベル） 

ホテル（ホテルオ－クラ東京、京王プレッソイン、富士屋ホテル、KPG ホテル＆リゾ－

ト、プリンスホテルズワールドワイド） 

運輸・空港サービス（日の丸リムジン、日の丸自動車興業、羽田空港サービス） 

（就職指導内容） 

個別面接指導(ﾋﾞﾃﾞｵ使用)、ｴﾝﾄﾘｰｼｰﾄ･履歴書添削、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ実地訓練、面接 Q&A

講習、ﾏﾅｰ講座、身だしなみ講座、SPI、OB就活体験講座、学校開催の各企業別会社説明

会等 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

総合旅行業務取扱管理者資格、国内旅行業務取扱管理者資格、地理検定、世界遺産検定、

ﾎﾃﾙﾋﾞｼﾞﾈｽ実務検定、ｱｼｽﾀﾝﾄ･ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ･ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ資格、英検、TOEIC、ﾊﾟｿｺﾝ検定、秘書検

定、ﾋﾞｼﾞﾈｽ能力検定等 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

８５人 ４人  ４．７％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更、経済的な理由による修学継続困難、転居等 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

クラス担任教員との定期的及び不定期な個人面談を通して、常に修学・進路相談を実

施している。保健師を配し、メンタルケア等にも力を入れている。 

 

 

 



分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

観光・旅行 商業実務専門課程 

国際観光ビジネス科 

グロ－バル・インバ

ウンドコ－ス 

〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 

 

 

昼 

１，９６０ 

単位時間／単位 

2,365 
単位時間

/単位 

90 
単位時間

/単位 

405 
単位時間

/単位 

単位時間

/単位 単位時間/単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

２６０人 ３人 ０人 １３人 ２９人 ４２人 

注）教員は各学科に渡って授業を行っているため、学校全体の教員数を記載した。 

注）生徒総定員数は「国際観光ビジネス科」として総計を記載した。 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の１．を参照 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の３．を参照 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の４．を参照 

学修支援等 

（概要） 

授業の中で、担当教員が必要に応じて講義内容の修得状況チェックのためのミニテス

トを実施したり、ホームワークを課し、その提出を求めている。 

また、随時、クラス担任教員や進路指導室の教職員による学習や生活相談及び就職・

進路指導を実施し、意欲のある学生の積極的な学修を支援している。 

注）各学科とも共通である。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 １０人 

（100％） 

０人 

（―％） 

１０人 

（100％） 

０人 

（―％） 



（主な就職、業界等） 

旅行会社（JTB及び JTB ｸﾞﾙｰﾌﾟ各企業） 

ホテル（シェラトン・グランデ・トーキョ－ベイ・ホテル、ホテルオ－クラ東京、 

ミリアルリゾ－トホテルズ） 

運輸・空港サービス（JALグランドサービス、JALスカイ、にしけい） 

（就職指導内容） 

個別面接指導(ﾋﾞﾃﾞｵ使用)、ｴﾝﾄﾘｰｼｰﾄ･履歴書添削、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ実地訓練、面接 Q&A

講習、ﾏﾅｰ講座、身だしなみ講座、SPI、OB就活体験講座、学校開催の各企業別会社説明

会等 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

総合旅行業務取扱管理者資格、国内旅行業務取扱管理者資格、地理検定、世界遺産検定、

ﾎﾃﾙﾋﾞｼﾞﾈｽ実務検定、ｱｼｽﾀﾝﾄ･ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ･ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ資格、英検、TOEIC、ﾊﾟｿｺﾝ検定、秘書検

定、ﾋﾞｼﾞﾈｽ能力検定等 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

１２人 ０人  ０％ 

（中途退学の主な理由） 

退学者無し 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

クラス担任教員との定期的及び不定期な個人面談を通して、常に修学・進路相談を実

施している。保健師を配し、メンタルケア等にも力を入れている。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

ホテル 商業実務専門課程 国際ホテル＆ブライダル科 〇 
 

 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 

 

 

昼 
２，０３０ 

単位時間／単位 

1,680 
単位時間

/単位 

 
単位時間

/単位 

1,010 
単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

210 
単位時間 

/単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

８０人 １２人 ４人 １３人 ２９人 ４２人 

  注）教員は各学科に渡って授業を行っているため、学校全体の教員数を記載した。 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の１．を参照 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の３．を参照 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の４．を参照 

学修支援等 

（概要） 

授業の中で、担当教員が必要に応じて講義内容の修得状況チェックのためのミニテス

トを実施したり、ホームワークを課し、その提出を求めている。 

また、随時、クラス担任教員や進路指導室の教職員による学習や生活相談及び就職・

進路指導を実施し、意欲のある学生の積極的な学修を支援している。 

  注）各学科とも共通である。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 ４人 

（100％） 

０人 

（－％） 

４人 

（100.0％） 

０人 

（－％） 

（主な就職、業界等） 

ホテル・旅館（日本ホテル、ヒルトン東京・プリンスホテルワールドワイド） 

 

（就職指導内容） 

個別面接指導(ﾋﾞﾃﾞｵ使用)、ｴﾝﾄﾘｰｼｰﾄ･履歴書添削、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ実地訓練、面接 Q&A講

習、ﾏﾅｰ講座、身だしなみ講座、SPI、OB就活体験講座、学校開催の各企業別会社説明会等 



（主な学修成果（資格・検定等）） 

ﾎﾃﾙﾋﾞｼﾞﾈｽ実務検定、ｱｼｽﾀﾝﾄ･ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ･ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ資格、英検、TOEIC、ﾊﾟｿｺﾝ検定、秘書検定、

ﾋﾞｼﾞﾈｽ能力検定等 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

   

 

中途退学の現状  

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  １５人 ３人  ２０.０％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更、経済的な理由による修学継続困難 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

クラス担任教員との定期的及び不定期な個人面談を通して、常に修学・進路相談を実施

している。保健師を配し、メンタルケア等にも力を入れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

観光 商業実務専門課程 国際観光ビジネス科   

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 

 

 

夜 
１，０１０ 

単位時間／単位 

1,452 
単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

 
単位時

間/単位 

単位時間/

単位 

単位時

間/単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

４０人 ０人 ０人 １３人 ２９人 ４２人 

  注）教員は各学科に渡って授業を行っているため、学校全体の教員数を記載した。 

注）生徒総定員数は「夜間部・国際観光ビジネスおよび夜間部・国際観光ビジネス科デ 

ュアル科」の両学科で４０名となっている。 
 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の１．を参照 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の３．を参照 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の４．を参照 

学修支援等 

（概要） 

授業の中で、担当教員が必要に応じて講義内容の修得状況チェックのためのミニテス

トを実施したり、ホームワークを課し、その提出を求めている。 

また、随時、クラス担任教員や進路指導室の教職員による学習や生活相談及び就職・

進路指導を実施し、意欲のある学生の積極的な学修を支援している。 

  注）各学科とも共通である。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 ０人 

（‐％） 

０人 

（ ‐％） 

０人 

（ ‐％） 

０人 

（‐％） 

（主な就職、業界等） 

 



（就職指導内容） 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 

（備考）（任意記載事項） 

 

   

中途退学の現状  

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  ０人 ０人  ０％ 

（中途退学の主な理由） 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

観光 商業実務専門課程 国際観光ビジネスデュアル科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 

 

 

夜 
１，９７０ 

単位時間／単位 

1,452 
単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

1,200 
単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

４０人 ７人 ０人 １３人 ２９人 ４２人 

  注）教員は各学科に渡って授業を行っているため、学校全体の教員数を記載した。 

注）生徒総定員数は「夜間部・国際観光ビジネスおよび夜間部・国際観光ビジネス科デ 

ュアル科」の両学科で４０名となっている。 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の１．を参照 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の３．を参照 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の４．を参照 

学修支援等 

（概要） 

授業の中で、担当教員が必要に応じて講義内容の修得状況チェックのためのミニテス

トを実施したり、ホームワークを課し、その提出を求めている。 

また、随時、クラス担任教員や就職進路指導室の教職員による学習や生活相談及び就

職進路指導を実施し、意欲のある学生の積極的な学修を支援している。 

  注）各学科とも共通である。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 ０人 

（―％） 

０人 

（―％） 

０人 

（―％） 

０人 

（―％） 

（主な就職、業界等） 

対象者無し 

（就職指導内容） 

対象者無し 



（主な学修成果（資格・検定等）） 

 対象者無し 

（備考）（任意記載事項） 

 

   

中途退学の現状  

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  ７人 ３人  ４２．９％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更、経済的な理由による修学継続困難 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

クラス担任教員との定期的及び不定期な個人面談を通して、常に修学・進路相談を実

施している。保健師を配し、メンタルケア等にも力を入れている。 

   

  



②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 

備考（任意記載事

項） 

国際観光ビジネス科 

昼間部(2年生) 
120,000円 1,050,000円 197,000円  

国際ﾎﾃﾙ&ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ科 

昼間部(2年生) 
120,000円 1,050,000円 197,000円  

国際観光ビジネス科 

夜間部(2年生) 60,000円 520,000円 97,000円  

国際観光ﾋﾞｼﾞﾈｽﾃﾞｭｱﾙ科

夜間部(2年生) 60,000円 580,000円 97,000円  

修学支援（任意記載事項） 

 

 

 

 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

HP にて公開している。 

https://www.jtb-college.ac.jp/about/admissionpolicy/ 

 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

学校関係者として、関係企業、卒業生などを含む学校関係者評価委員会を組織し、そ

れぞれの知見を活かして教育内容・学校運営等について評価を行う。 

評価内容は、理事会、評議員会、学校経営会議、全教職員会議などで報告され、次年度

以降の改善に取り組んでいく。 

 

 

 

学校関係者評価の委員 

 

 

 

所属 任期 種別 

旅行会社 社員 2023年 4月 1日～ 

2026年 3月 31日 

企業 

ホテル 社員 2023年 4月 1日～ 

2026年 3月 31日 

企業 

地元金融機関 社員 2023年 4月 1日～ 

2026年 3月 31日 

地域 

旅行会社 社員（不動産会社勤務） 

 

2023年 4月 1日～ 

2026年 3月 31日 

卒業生 

https://www.jtb-college.ac.jp/about/admissionpolicy/


学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 
HP にて公開している。 

https://www.jtb-college.ac.jp/about/admissionpolicy/ 

 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 
HP にて公開している。 

https://www.jtb-college.ac.jp/ 

 

 

https://www.jtb-college.ac.jp/about/admissionpolicy/
https://www.jtb-college.ac.jp/

